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dihydroflavonol-4-reductase (DFR)をコードする DFR-B である。DFR-B をノックアウトするとアント
シアニンを合成できなくなり、野生型の赤花と赤茎が、白花と緑茎の表現型となる。アグロバクテリウム







トを行った。カロテノイドの分解は、carotenoid cleavage dioxygenase (CCD)により行われることが知ら
れる。2016 年に公開されたアサガオの全ゲノム塩基配列の中から、著者は、相同性検索等により CCD 






















平成 30 年 1 月 17 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員
全員によって合格と判定された。 
    よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
 
 
